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午前10時０分開議 

 

○委員長（段木和彦君） ただいまから、防災・減災対策調査特別委員会を開きます。 

 なお、宇留間委員、岩井委員より、遅れる旨の連絡が参っておりますので、御了承願います。 

 本日は、お手元に配付の進め方のとおり、都市インフラを中心とする地震災害及び風水害に

関する施策について聴取した後、委員の皆様から、当局に対する質疑や意見などをいただきた

いと存じます。 

 

都市インフラを中心とする地震災害及び風水害対策に関する施策について 

○委員長（段木和彦君） それでは、案件調査に入りたいと存じます。 

 まず、都市局より、地震災害及び風水害対策に関する施策について、次に、建設局より、地

震災害及び水害対策に関する施策について、説明をお願いいたします。都市局長。 

○都市局長 おはようございます。都市局でございます。 

 都市局におけます地震、風水害に対する取組につきまして、都市局、防災・減災対策調査特

別委員会資料に従いまして、所管部長より御説明させていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（段木和彦君） 建築部長。 

○建築部長 建築部でございます。座って説明させていただきます。 

 防災・減災対策調査特別委員会資料（都市局）の１ページをお願いいたします。 

 １の地震災害について、（１）緊急輸送道路沿道建築物耐震助成ですが、事業目的は、緊急

輸送道路の通行を確保するため、旧耐震基準で建設された沿道建築物の耐震診断及び耐震改修

などの費用の一部を助成するものでございます。 

 補助の内容についてですが、耐震診断は、一定の高さ以上の緊急輸送道路沿道建築物で、昭

和56年５月31日以前の耐震基準に基づき建築された旧耐震建築物を対象に、診断の一部を助成

するものでございます。 

 耐震改修は、上記の対象物件について、耐震診断の結果、耐震性が不足している建築物を対

象に、改修、建て替えなどの一部を助成するものでございます。 

 補助金額についてですが、耐震診断は、診断費の３分の２、または延べ面積を基準とした算

出額のいずれか低い額になり、上限は400万円です。 

 なお、耐震診断義務づけ路線は、延べ面積を基準とした算出額のみで、上限はありません。

補助は、全て国費と県費が充てられます。 

 耐震改修は、工事費の３分の２、または延べ面積を基準とした算出額のいずれか低い額とな

り、改修及び建て替えの上限は3,600万円、除却の上限は1,800万円です。 

 実績につきまして、耐震改修は、令和２年度に１件です。耐震診断は、ございませんでした。 

 なお、令和５年度の10月末時点における受付件数ですが、耐震診断が２件です。２件とも義

務づけ路線となります。 

 続いて、２ページをお願いいたします。 

 耐震診断・改修助成ですが、事業目的は、木造住宅や分譲マンションの耐震性能を向上させ

るため、耐震診断や改修などの一部を助成するものでございます。 
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 補助の内容ですが、耐震診断は、昭和56年５月31日以前の耐震基準に基づき建築された旧耐

震建築物を対象に、診断費の一部を助成するものでございます。 

 また、耐震改修は、耐震診断の結果、耐震性が不足している建築物を対象に、改修や除却な

どの一部を助成するものでございます。 

 補助金額ですが、耐震診断のうち、木造耐震診断は、診断費の５分の４であり、上限は９万

6,000円です。 

 分譲マンションの耐震診断の予備診断は、診断費用の３分の２、上限は１棟当たり３万

4,000円、または一管理組合当たり17万円のいずれか低い額となります。 

 分譲マンション耐震診断の本診断は、診断費用の３分の２、または延べ面積を基準とした算

出額のいずれか低い額になり、上限は400万円です。 

 次に、耐震改修ですが、木造住宅耐震改修は、工事費の５分の４、上限は100万円です。 

 耐震シェルターは、設置費の２分の１、上限は20万円です。 

 分譲マンション耐震改修の設計は、設計費の３分の２、上限は一戸当たり５万円、または一

管理組合当たり500万円のいずれか低い額となります。 

 また、分譲マンション耐震改修の工事は、工事費の３分の１、または延べ床面積を基準とし

た算出額のいずれか低い額になり、上限は3,000万円です。 

 住宅除却は、工事費の23％、上限は20万円です。なお、密集市街地における上限は30万円と

しております。 

 実績ですが、木造住宅耐震診断は、令和２年度は２件、３年度は３件、４年度は３件です。 

 木造住宅耐震改修は、令和２年度は22件、３年度は24件、４年度は17件です。 

 分譲マンション耐震診断、耐震改修は、いずれもございませんでした。 

 住宅除却は、令和３年度に１件でした。 

 なお、令和５年度の10月末時点における受付件数ですが、木造住宅耐震診断が９件、木造住

宅耐震改修が27件、マンション耐震診断の本診断が１件、住宅除却が２件です。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 ２の風水害についてです。ページ下段の、屋根耐風診断・改修助成です。 

 事業目的は、強風による住宅屋根の被害を防止し、市民生活の安全を確保するため、既存住

宅の瓦屋根の耐風診断及び耐風改修に係る費用の一部を助成するものでございます。 

 補助内容について、耐風診断は、令和３年12月31日以前に建築された戸建て住宅を対象に、

瓦屋根の診断費用の一部を助成するものでございます。 

 耐風改修は、上記の対象物件について、耐風診断の結果、告示基準に適合していない瓦屋根

について、所要の耐風性能を有する屋根に全面改修する工事費の一部を助成するものでござい

ます。 

 補助金額については、耐風診断は、診断費用の３分の２で、上限は２万1,000円です。 

 耐風改修は、工事費または屋根面積掛ける２万4,000円のいずれか低い額の23％で、上限は

55万2,000円です。 

 実績につきましては、令和４年度は、耐風診断が６件、耐風改修は23件です。 

 なお、本事業は、４年度から事業を開始したものでございます。 

 なお、令和５年度の10月末時点における受付件数ですが、耐風診断が３件、耐風改修が27件
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です。 

 以上で、建築部の補助事業の説明を終わります。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。都市部長。 

○都市部長 都市部でございます。よろしくお願いいたします。説明、着座にて失礼いたしま

す。 

 恐れ入りますが、都市局資料の３ページにお戻りください。 

 ページ先頭の２の風水害のうち、所管について御説明をいたします。 

 まず、（１）がけ地近接等危険住宅移転助成ですが、事業目的は、崖崩れなどの災害から住

民の安全を確保するため、土砂災害特別警戒区域内等の崖地付近からの移転費用の一部を助成

するものでございます。 

 対象住宅は、土砂災害特別警戒区域内の住宅や、千葉県建築基準法施行条例第４条第１項の

規定による規制区域内のうち、崖の高さが５メートル以上の区域内の昭和47年10月20日より前

に建てられた住宅などであります。 

 助成額につきましては、危険住宅の除却費等として97万5,000円、また、移転先住宅の取得

として421万円。内訳は、建物分といたしまして325万円、土地分として96万円でございます。 

 実績につきましては、令和２年度に２件、３年度に１件でありました。いずれも危険住宅の

除却を行ったものであります。 

 次に、（２）危険盛土による土砂災害防止ですが、事業目的は、令和３年に熱海市で盛土崩

落による大規模な土石流災害が発生したことを契機に、国が宅地造成等規制法を抜本的に改正

し、宅地造成及び特定盛土等規制法として、危険な盛土等を全国一律的な基準で包括的に規制

することといたしました。 

 これに伴い本市において、危険な盛土による土砂災害から市民の生命、財産を守るため、規

制区域指定に向けて、基礎調査を実施するものでございます。 

 実績につきましては、今年度、都市計画基本図等から市街地、集落等を抽出し、建物や道路

の位置などが分かる土地利用情報や、標高が分かる地形データ等を用いまして、そこに隣接す

る区域で盛土等が崩落した場合に危害を及ぼすおそれのある範囲を勘案して、規制区域の指定

を検討しております。 

 都市部については以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。建設局長。 

○建設局長 おはようございます。建設局でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 建設局におけます地震、水害に対する取組について、防災・減災対策調査特別委員会資料

（建設局）に従いまして、所管部長から説明させていただきます。 

 なお、資料の項目の右に括弧書きしているものにつきましては、項目を抜き出しているため、

括弧内、括弧の中が予算あらましの項目名となっておりますので、御了承願います。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○委員長（段木和彦君） 土木部長。 

○土木部長 土木部の山口でございます。建設局資料１ページから説明させていただきます。

着座にて説明させていただきます。 

 まず、１の地震対策の（１）無電柱化の推進、電線共同溝整備から説明させていただきます。 
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 アの目的についてですが、東日本大震災等の大規模災害時に、緊急輸送道路で電柱が傾き、

道路を閉塞する被害が生じたことから、都市防災機能の向上を図るため、緊急輸送道路等の無

電柱化を進めるものです。 

 次に、イの対応状況ですが、これまでも安全で快適な歩行空間の確保等を図るため、無電柱

化を進めてきましたが、令和元年度に策定した千葉市無電柱化推進計画では、高速道路のイン

ターチェンジから防災拠点までの経路において、電柱倒壊による道路閉塞が生じない経路を少

なくとも１経路を確保できるよう、10年間で、青葉町地区、幕張地区及び椿森地区の３地区に

おいて、緊急輸送道路及び緊急輸送道路から災害拠点病院までの延長3.7キロメートルの整備

を進めることとしております。 

 電線共同溝の整備の流れですが、測量設計、そしてガス管、水道管などの支障となる埋設管

の移設、そして本体管路の敷設、電線類の入線、民地への接続、電柱の抜柱、舗装復旧の順で

進めております。 

 ア）の青葉町地区、イ）の幕張地区では、本体管路を敷設中であり、ウ）の椿森地区では、

設計のための測量を行っているところでございます。 

 続きまして、（２）橋梁の整備、耐震補強で、橋梁維持について御説明します。 

 アの目的についてですが、大規模な地震発生時における避難、救援ルート、物資供給ルート

の確保及び道路ネットワークの強化を図るため、市の管理する全558橋のうち、対策が必要な

146橋について耐震補強を進めるものです。 

 次に、イの対応状況についてですが、緊急輸送道路の橋梁、緊急輸送道路をまたぐ橋梁、そ

の他として跨線橋、橋長15メーター以上または複数径間等の橋梁を、平成５年度から実施して

いる耐震補強に引き続き、令和４年度に策定した千葉市橋梁耐震化計画に基づき、耐震補強を

進めております。 

 これまでの対応について、ア）となりますが、平成５年度から、昭和55年道路橋示方書の耐

震設計基準を満たしていない橋梁の耐震化を進めてきました。 

 求める耐震性能は、落橋、倒壊による二次災害を防止するレベルとしており、139橋を対象

に事業を進め、うち137橋について対策が完了しております。残る２橋の鉄砲塚跨線橋、西の

谷跨線橋については、現在実施中です。 

 次に、今後の対応について、イ）となりますが、令和５年度から、平成８年度道路橋示方書

の耐震設計基準を満たしていない橋梁の耐震化を進めてまいります。 

 求める耐震性能は、損傷が限定的で、速やかな機能回復が可能となるレベルとしており、現

在実施中の鉄砲塚跨線橋、西の谷跨線橋のほか、実施済み137橋のうち、イ）の基準に達して

いない橋梁５橋、移管などにより、新たに対策を必要とする橋梁７橋、合わせて14橋を対象に

事業を進め、令和17年度の完了を目指しております。 

 土木部の説明は、以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 下水道施設部長。 

○下水道施設部長 下水道施設部の山田でございます。引き続き、地震に対する取組について

御説明いたします。着座にて説明させていただきます。 

 まず、（３）地震時における下水道機能の確保について御説明いたします。 

 アの目的ですが、大規模地震発生時において、下水道の機能を確保するため、下水道施設の
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耐震化を進めるほか、避難所へのマンホールトイレの設置を進めるものでございます。 

 イの対応状況でありますが、平成19年度から開始した地震対策については、現在、令和３年

度に策定した千葉市下水道総合地震対策計画・第４期、令和４年度から令和８年度に基づき、

進めております。 

 （ア）の管路の耐震化は、公共下水道管約3,800キロメートルのうち、耐震化の対象となる

重要な幹線など845キロメートルに対して、令和４年度末で695キロメートル、約82％が完了し

ております。 

 なお、令和５年度は、みつわ台ほかにおいて7.7キロメートルを実施する予定でございます。 

 （イ）のマンホールトイレの設置は、避難所に位置づけられた市内の小中学校など166校に

対して、令和４年度末で160校が完了いたしております。５年度の６校で整備が完了する予定

でございます。 

 今後は、市内の県立高校22校への整備を予定しております。 

 次に、水害に対する取組について御説明いたします。 

 ２、水害対策、（１）雨水整備、河川整備、排水施設整備、河川改修、浸水被害の軽減と対

策の強化について御説明いたします。 

 アの目的ですが、近年、集中豪雨や台風など、現状の排水能力を超える大雨が頻発している

ことから、平成29年度に降雨特性や浸水被害の状況などを踏まえた千葉市雨水対策重点地区整

備基本方針を策定いたしまして、重点地区、浸水リスク・都市機能集積度が高い地区及び一般

地区、重点地区以外の雨水整備や河川の改修を進めるものでございます。 

 イの対応状況でございますが、ア）雨水整備、重点地区は、13地区のうち、みつわ台、宮崎、

弁天、都町の４地区で整備に着手しており、雨水貯留施設などの整備を進めております。 

 イ）雨水整備、一般地区は、千城台南、誉田町、稲毛海岸において、浸水被害の発生状況な

どから、既存調整池の拡張や雨水管渠の新設など、地域に応じた整備を進めております。 

 ウ）の浸透施設整備は、小仲台、千城台東、千城台南において、浸透ます、浸透トレンチの

新設を進めております。 

 エ）の排水施設整備は、宇那谷町の宇那谷２号排水路の整備や、平山町における雨水管の新

設、また、高根町の高田排水路においてしゅんせつ工事を進めております。 

 オ）の河川整備につきましては、二級河川支川都川、坂月川、準用河川生実川において、河

道築造工事やしゅんせつ工事を進めております。 

 なお、重点地区において整備を行ったＪＲ千葉駅東口周辺におきましては、令和３年度の供

用開始後は、浸水被害が確認されていないなど、整備を実施した箇所の対策効果があったもの

と考えております。 

○委員長（段木和彦君） 下水道企画部長。 

○下水道企画部長 下水道企画部の髙梨でございます。よろしくお願いします。 

 引き続き、資料３ページの（２）急傾斜地崩壊対策について御説明させていただきます。座

らせていただきます。 

 それでは、初めに、アの目的ですが、崩壊の危険性の高い崖地から、市民の生命を保護する

ため、急傾斜地崩壊危険区域として指定された区域に対し、崩壊防止施設の整備を進めるもの

でございます。 
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 なお、事業対象は、土地災害危険箇所のうち、保全人家５戸以上となる110か所となってお

ります。 

 次に、イの対応状況ですが、ア）の令和５年度実施状況は、まず、工事箇所につきまして、

市施行が仁戸名町や宮崎町などの５か所、県施行では、仁戸名町や長作町などの６か所、測量

等調査箇所が大巌寺町や天台３丁目などの５か所となっております。 

 イ）の事業対象箇所110か所に対しまして、令和４年度末の整備済み箇所は31か所で、整備

率は28％となっております。５年度末の整備済み予定箇所は34か所で、整備率は31％となる予

定としております。 

 次に、（３）雨水貯留浸透施設等の設置促進についてでございます。 

 アの目的ですが、浸水被害の軽減を図る自助、共助の取組を促進するため、住宅などで行う

雨水貯留・浸透施設、防水板の設置に対して、設置費用の一部を助成するものでございます。 

 イの対応状況ですが、令和４年度末時点における実績としていたしまして、市販雨水貯留槽

は、平成13年度からの累積が1,534基、既存浄化槽転用雨水貯留槽は、10年度からの累積が698

基、雨水浸透ますは、10年度からの累積が1,289基、防水板につきましては、23年度からの累

積が40件となっております。 

 説明は以上でございます。 

 建設局の説明は、以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。お聞きのとおりでございます。 

 これより、質疑等をお願いいたしたいと思います。当局に対する質疑や御意見などをいただ

ければと存じます。 

 それでは、最初に、質問方法を述べていただき、一問一答の場合は、答弁を含め、おおむね

30分以内でお願いいたします。 

 御質疑、御意見等いかがでしょうか。佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 一問一答で、幾つかお聞きします。 

 まず、緊急輸送道路の沿道建築物耐震助成なんですが、先ほど御説明あったんですが、県の

ほうのホームページを見ますと、令和４年12月末までに、義務づけ路線ですか、報告だとか、

あとは令和７年度３月までの報告、こういった義務づけられている路線があると思うんですが、

その路線の中で、どれだけ対象があって、診断が実施されているのか。診断の率ですかと、あ

と、もし改修が行われていれば、改修率はどうなっているのかということをお聞きします。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 まず、緊急輸送道路耐震診断の義務づけの対象件数は６件でございます。６件のうち、昨年

度までに半分の３件が耐震診断が終わっておりまして、そのうち、３件のうち２件が耐震性能

を満たしていないという結果が出ております。ですので、３件のうち１件はオーケーで、２件

が改修が必要だという判断、診断結果となっております。 

 残りの３件につきましては、今年２件、今、申請を受け付けております。その他の１件につ

きましては、来年度、所有者のほうが実施する意向を示しておりますので、対応を見守りたい

と思っております。 

 ですので、今、６件中、未診断が３件で、診断してオーケーなのが１件で、改修が必要なも
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のが２件ということになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 改修が必要な２件というのは、具体的にどういった物件なんでしょ

うか。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 １件がマンションでございます。もう一件が雑居ビルでございます。 

○委員長（段木和彦君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。なかなか改修となると、多額の予算が必要になると

いうこともあるかと思うので、十分、所有者の方などの意見を聞いていただいて、改修がスム

ーズにいくようにしていただきたいと思います。なかなか緊急輸送道路に倒れた場合の、やっ

ぱり被害というのは大きいと思いますので、そのあたりは、県のほうでも把握されていると思

うので、県とも、そうですね、実施がスムーズにいくようにしていただきたいというのが意見

です。 

 それで、先ほどの令和４年とか令和７年の診断の報告義務というのは、これはされて、６件

だからされているんですよね。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 県のほうには、令和７年度までに報告する予定となっております。 

○委員長（段木和彦君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。 

 次に、耐震診断・改修助成のうち、たしか前にも一度、ほかの委員会で聞いたと思うんです

けれども、マンションの耐震診断など、改修も含めてですけれども、なかなか件数が上がらな

いという状況があるんですけれども、その理由について伺います。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 理由ですが、旧耐震の建築物のマンションの管理組合等に、問合せ等を行いまして、耐震診

断や耐震改修の意向を確認しているところなんですが、費用面ですとか、住民の合意等の問題

から、実施はちょっと難しい状況だという回答はいただいております。 

○委員長（段木和彦君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） この間の、様々、阪神・淡路大震災も含めて、東日本大震災も含め

てですけれども、やっぱりマンションの耐震基準を満たしていないという状況の中での被害が

多かったと思うんです。なかなか、やはり居住者、管理組合等との合意が得られないという状

況もありますので、進まない理由はよく分かりましたが、やっぱり被害を大きくするのは、こ

ういった改修ができていないマンションだと思いますので、これもやっぱりこれからも引き続

き課題ではあると思うので、取組を見守るしかないかもしれませんが、進むようにしていただ

きたいと思います。 

 あと、もう一点は、これもちょっと何度か取り上げさせていただいているマンホールトイレ

の設置についてです、建設局のほうの。 
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 マンホールトイレは、今年度、６校完了するということでありまして、避難所でのいろいろ

なトイレの設置訓練だとかが行われております。その中で、先ほど資料にありました、今後、

市内の県立高校22校へ整備予定ということなんですが、具体的にスケジュールみたいなものは

もう検討されているんでしょうか。その年度に何校やるとかというものについて、お知らせ願

えますか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課汚水対策担当課長。 

○下水道整備課汚水対策担当課長 下水道整備課、市原でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 今後の予定でございますが、現在、防災部局のほうで対象学校を精査してございまして、令

和６年度に22校の実施設計、平成27年度から工事を着手して、一応令和７年度末で完了する予

定となってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。取組が早いかと思いました。 

 それで、私、いつも言っているんですけれども、マンホールトイレまで、やっぱり距離が長

い、体育館から距離が長いというので、先日ちょっと高洲中学校、もう既に完了している高洲

中学校のほうのマンホールトイレを見る機会がありまして、体育館のすぐわきに設置されてい

たんです。マンホールの本管ですか、下水道の汚水の本管との接続がいろいろあるとは思うん

ですけれども、やはりそういった課題がある学校、早期に設置された学校についての改善なり、

新たな敷設などの見解について伺います。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課汚水対策担当課長。 

○下水道整備課汚水対策担当課長 下水道整備課でございます。 

 引き続き課題のある学校につきましては、今議員がおっしゃいましたように、水源から遠い

もの、避難所から遠いものと、学校によって違いがございますが、引き続き避難所運営委員会、

防災部局と調整をしながら、改善案について検討していきたいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 引き続きということなんですけれども、いつ災害が起きてもおかし

くない状況の中で、訓練するときもすごくむなしいというか、水源からホースをつないで、や

はり水がたまるのもかなり時間かかるし、やっぱりそういう意味では、早期に改善するための

計画なども立てていただきたいということを求めておきたいと思います。 

 私から以上です。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 ほかにございますでしょうか。茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） では、一問一答でお願いいたします。 

 最初は、都市局のほうから、最初の冒頭出ています緊急輸送道路沿道建築物耐震助成は、財

源が、国費及び県費ということで示されておりますが、それ以外の事業、補助事業についての

財源について教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 
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○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 緊急輸送道路の耐震診断で、耐震診断義務づけのものに関しては、補助は、全て国費と県費

となっておりまして、その他の耐震診断、改修につきましては、国費と市費ということになり

ます。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 国費と市費ということで承知いたしました。 

 あと、先ほど佐々木委員のほうから、耐震診断・改修助成、マンションの件ですね、質問あ

りましたが、風水害の部分では、がけ地近接等危険住宅移転助成、やはり特に移転のほう、ゼ

ロ件ということでありますけれども、こちらの要因、改めてお聞きしたいと思います。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 マンションにつきましては、費用面の問題ですとか、住民の合意の面で、なかなか実施する

のが困難であるというお話を伺っております。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 済みません、ちょっと質問の趣旨が伝わってなかったみたいで、もう

一回申しますと、風水害についてのがけ地近接、そちらのほうです。お願いします。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 崖地助成の実績のところでございますが、その理由でございますけれども、これまでの取組

によりまして、危険性につきましては、市民の皆様に広く浸透してきているものと認識してい

るところでございますが、実際に、移転までにつながるかどうかにつきましては、先方のほう

で、検討期間も含めまして、決断までには時間が要しているものと、そのように考えていると

ころでございます。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） そもそもなんですけれども、耐震診断改修、（２）のマンション等の

耐震診断・改修助成ですとか、今質問しましたがけ地近接等、戸建てが中心になると思います

が、これらのいわゆる周知、ここは例えばこうしてくださいとか、ここは危険ですとか周知は

されていると思うんですが、周知の方法について教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 崖の助成のほうでございますが、これにつきましては、毎年６月に、市政だより、これはち

ょうど防災特集ということで、特別なページができますが、そこのところで周知を図っている

ところでございます。 

 また、防災部局のほうと連携をいたしまして、対象となる世帯につきましては、関連する助

成制度を併せて周知を配布して、周知を図っているといったところでございます。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 耐震診断・改修につきましては、市ホームページに助成制度の記事の掲載ですとか、先ほど

の崖と同じく、市政だよりにも載せておりますが、あとは各区で説明会を実施したり、出前講
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座を行ったり、あと防災週間等で、そういうイベントに、そういった防災週間等のイベント等

に参加して、啓発を図ったりしておりますが、特にマンションにつきましては、４月当初に、

管理組合宛てに、助成制度のリーフレット等を郵送で送っております。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 市政だよりの掲載ですとか、あと管理組合のリーフレット配布という

ことで承知いたしました。 

 先ほど、佐々木委員からの指摘もありましたけれども、やはり災害対策でございますので、

より周知が徹底されるように進めていただけたらと思います。 

 続きまして、済みません、都市局の風水害についての（２）危険盛土による土砂災害防止、

今回、基礎調査を実施ということなんですが、済みません、差し支えない範囲で結構でござい

ますが、ちなみに本市におけるいわゆる調査区域といいますか、危険、規制区域とされるとい

うところ、もし差し支えなければ教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 今年度実施しております基礎調査につきましては、これは、国の法改正に伴いまして、それ

に対応する調査ということで、基礎調査を実施しておりまして、国の考え方でいきますと、や

はり隙間のない規制をかけていくという考え方になりますので、崖によります崩落の危険性が

ないと思われるようなところは除いて、広くかけていくという考え方になりますので、そうい

う考え方に基づいて、今調査を進めているところでございます。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 考え方について、今の御説明のとおりなんですが、具体的な、例えば

この辺りとか、差し支えなければ教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 現在のところは、そこのところの情報というのは持ち合わせてございません。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 公開、ちょっと差し控えるということで承知いたしました。 

 最後になりますが、建設局のほうでお願いしたいと思います。マンホールトイレの件です。

佐々木委員の質問ともちょっとかぶるかもしれません。 

 ちなみに、マンホールトイレは、１校当たり何基設置しているんでしょうか。学校の規模と

か、そういったものによるかと思いますが、参考までに教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課汚水対策担当課長。 

○下水道整備課汚水対策担当課長 下水道整備課でございます。 

 学校１校当たりに対して、マンホールトイレ５基を設置してございます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ５基というのは、もう必ず１校に対して５基ということで、理解でよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課汚水対策担当課長。 
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○下水道整備担当課長 はい、そのとおりでございます。 

○委員長（段木和彦君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 承知いたしました。 

 私のほうからは以上です。どうもありがとうございました。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） 一問一答でお願いします。 

 まず、引き続きマンホールトイレの話を聞かせていただければと思います。 

 整備が整ってきている点については、すごくいいなというふうに思いました。また、下水道

が破裂してしまうと使えないということで、下水道の耐震化が進められているようなんですけ

れども、下水道耐震化については、どれぐらいの地震まで耐えられるのか、まず教えてくださ

い。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課長。 

○下水道整備課長 下水道整備課でございます。 

 どれだけ、どの程度の地震に耐えられるかということですけれども、今回3,700キロある下

水道施設に対しまして、重要な幹線と位置づけました845キロにおきましては、避難所の下流

ですとか、緊急輸送道路に埋設された845キロの重要な幹線につきましては、レベル２、震度

で６強程度までもつという想定で、耐震化を図っております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） それ以外のところはレベル１なんですか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課長。 

○下水道整備課長 そのとおりでございます。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） また、マンホールトイレを、東日本大震災のときも常設というか、準

備をしていたところもあったようなんですけれども、備品が流されて、マンホールトイレ自体

が設置できなかったみたいなところもあると思うんですけれども、もし、マンホールトイレが

使えない状況になったときは、避難所等では、トイレはどういうふうにするんですか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道企画部長。 

○下水道企画部長 各避難所におきまして、マンホールトイレだけではなくて、いろいろな簡

易型のトイレですとか、そういうものを複合的に納めておりますので、確かに使えなくなって

しまったら、５個分の、ちょっと使えない分、減ってしまうかもしれないですけれども、そう

いうものをちゃんと防災のほうでは、リスク回避のために確保しております。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） また、下水道管は大丈夫だとしても、今度、下水道の処理場とか浄化

センターが壊れると使えないというので、大変だったという話も聞きましたので、下水道処理

場とかそういったところの耐震化、もしくはこれが使えなかったときのバキュームカーとかの

整備体制というのは、どうなっているか教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 下水道施設部長。 

○下水道施設部長 下水道施設部でございます。 
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 処理場、ポンプ場につきましても、管渠と同じように、耐震化というものを進めております。

今回お話ししました総合地震計画の中で、施設ごとに順番に位置づけて、耐震診断を行い、順

番に耐震化を進めているところでございます。それによりまして、地震が起きても、ためるで

すとか、ちゃんと機能が確保できるような形で、今考えております。 

 それとは別に、マンホールポンプとか、小さいところに関しましては、地震時に対するポン

プ、仮設ポンプですとか、そういったところの体制も構築しております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 建設局長。 

○建設局長 万が一ということで申し上げれば、し尿処理の地域防災計画の中で、環境のほう

は、そういった組合とか提携しながら、バックアップするというような体制は構築しているは

ずですので、すみません、担当外なものですから、明確なところはお答えできませんが、一応

そういうような計画にはなっております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） ありがとうございます。 

 マンホールトイレについては以上で、もう２点あって、もう一点は、アンダーパスです。今

回、大雨が降って、稲毛区役所の前とかは通行止めになっていたんじゃないかというふうに思

うんですけれども、それに対する対応策とかというのがあれば教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課、柳澤です。 

 アンダーパスについては、市内14か所ございまして、地下道の出と入りのところに、警報装

置がありまして、水位が高くなると、それが発報しまして、注意喚起もしくは通行止め等を行

っている場所があります。 

 その中の２か所に、エア遮断機ということで、物理的に止めるビニールの袋みたいなものを

出す装置をつけて、通行をできないような形にしております。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） 今回、雨の日は、何か千葉市のジャンパーを着ている方々が立ってい

ましたけれども、あれはああいう体制で、今後も何か起きたら、市の職員が出て、通行止めで

すみたいなことをやるんですか。 

○委員長（段木和彦君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 台風、大雨等の際には、市の職員、土木事務所、本庁の職員も含めて、全員

体制でそういうことをやっていくという状況になっております。 

○委員（須藤博文君） 分かりました。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） ラスト、液状化対策について、ちょっとお聞きしていきたいんですけ

れども、耐震等はもちろんですけれども、私の住んでいる美浜区なんかは、最近引っ越した方、

引っ越してきた方々も多くて、もう液状化対策、しっかり千葉市でもやっていただいていると

いうのは存じ上げているんですが、こういう個別の耐震化診断というのとは別に、液状化診断

みたいなものに補助金等は考えているのか、教えてください。 
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○委員長（段木和彦君） 建築部長。 

○建築部長 今、耐震化の話は、今の既存のものなんですが、新しく建てるようなお宅につき

ましては、基礎が液状化でも耐えられるように、くいを打つとか、地盤改良をやるように、住

宅瑕疵のほうの問題もありまして、そういったことが設計者に義務づけられておりますので、

そういったことについては、今の時点で検討、補助制度についてはちょっと検討していないと

いう状況で、今、実際に被害があったところについては、市のほうで液状化対策を、２地区で

実施しておるところというか、もう終わったんですけれども、それが実施されているというこ

とでございます。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） 具体的には、幕張西、磯辺、真砂辺り、それ以外もありましたか、ち

ょっと分かる範囲で教えていただければと思います。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 液状化対策事業といたしまして実施いたしましたところは、磯辺３丁目地区と磯辺４丁目地

区の２地区でございます。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） 一応、千葉市のホームページを見ると、液状化が予測される地域での

個別対策も重要ですとは書いてあるんですが、特に、千葉市が何か手だてを出しているという

感じはないんですけれども、これは何かあるんですか。 

○委員長（段木和彦君） 都市局長。 

○都市局長 基本的に、個人に対する助成というものは、相応の公共性なり何なりがある必要

があるものと考えております。そうした中で、液状化というものは、住宅を購入される、ある

いはお建てになる際に、まずは御自身の中で、それはどこがいいのかという選択の幅があるわ

けでございますので、そうした中で、今、私どものほうで、そこまでのところまでは考えてい

ないというのが、正直なところです。 

○委員長（段木和彦君） 須藤委員。 

○委員（須藤博文君） 今、新築のマンションに住まれる方も多い中で、とはいえ磯辺、真砂

辺りの一軒家なんかは、すごく高齢化が進んで、売られて中古で買ってという方もいらっしゃ

るので、不安に思っている部分もあると思いますので、今後、こういった液状化で、個別の対

策についても視野に入れて、検討いただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） ほかにございますでしょうか。桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） 一問一答でお願いいたします。１点だけ建設局に、無電柱化のことで。

ただし、ここに載っていることだけの話でございますので、よろしくお願いいたします。 

 ここに載っている対応状況のところで、３地区指定されて、取り組まれているということは

承知しております。ちょっと、都市のほうで、都市部でお話しになっていた費用というか、財

源というか、そのことについてを確認したいと思います。この３地区合わせてでもいいです、

どこか分かるところだけでも、費用というか、そしてそのうちの財源、国、県、市でどの程度

配分されているか教えてください。 
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○委員長（段木和彦君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課でございます。よろしくお願いいたします。 

 今、無電柱化の３地区の全体事業費と進捗について、ちょっと御説明させていただきます。 

 まず、青葉町地区につきましては、全体事業費が11億2,300万円。そのうち、今の進捗とし

て、事業費ベースで８億2,000万円、73％の進捗でございます。幕張地区につきましては７億

3,800万円の全体事業費に対しまして１億8,100万円、24.5％の進捗でございます。椿森地区に

つきましては、今、全体事業費２億5,000万円なんですが、測量を着手したところでございま

して、今の事業費としては、まだゼロという形になっております。事業費については以上でご

ざいます。 

 あと、財源なんですが、国費を投入しておりまして、２分の１を国費で賄っております。あ

と残りを市債と一部負担金で行っております。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） ありがとうございました。とにかく無電柱化というのは、もうお金が

かかるというのが一番の、何よりもネックというところが、やればいいのに、なかなかそんな

簡単にはできないというのは、もうそこに尽きるんだろうというふうに思います。 

 その一方で、でも国が、多分災害拠点病院のところについては、これで出してくれるんだと

いうことであれば、もうちょっと考え方を広げてもいいのかと思います。 

 ちょっと例えば一つの例を出すと、例えば旧放医研、名前が、正式な名前がちょっと、国立

研究開発法人量子科学技術研究開発機構というんですか、とてもじゃないけれども覚えられな

いですけれども、なんていうのも災害拠点病院には指定されていないようなんですが、実際に

は、大規模災害で、例えば被曝の問題だったりすると、運び込まれたりとかした歴史的な経緯

もございますし、もともとやっぱり重粒子線がん治療なんかでは、国の代表的な施設だという

ような、こんなことも聞いておりますので、そこなんかはどういった位置づけになるのかとい

うところを、ちょっと教えていただきたいと思います。（「無電柱化は完了しているのでは。」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（段木和彦君） 土木部長。 

○土木部長 幕張町弁天町線、旧幕張町弁天町線という名前になりますけれども、稲毛駅から

千葉大までの区間、拡幅工事を行いまして、緊急輸送道路ではございませんが、道路の拡幅に

併せまして重要路線ということからも、今、無電柱化を進めるための設計としております。無

電柱化する路線として考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） そういうことで、まだやっていないんですよ。というのも、やっぱり

何か国のほうで引き出せるんであれば、正直言うと国立施設なんだから、そこはもう逆にもっ

ともっと国に積極的にやってもらいたいなというか、制度的には国費でやってもいいぐらいだ

ろうというような、そんな考えがあります。先ほど申し上げましたように、運び込まれるのは、

実際には全国から運び込まれているわけで、千葉市民とは限らないというのが実情ですので、

そういったところにもっと国が配分、国費の配分を多くするような、そんな考え方はないのか
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というふうに思っております。それは、そちらだけじゃなく、こちらで求めていかなきゃいけ

ないところなんだろうと思います。 

 その上で、今、ちょっとお話がありましたけれども、例えば、今最後におっしゃっていただ

いた旧放医研の辺りというのは、いつぐらいとかというのは、めどとかというのはあるんでし

ょうか。それを最後に教えてください。 

○委員長（段木和彦君） 建設局長。 

○建設局長 大変申し訳ございません。ちょっと道路部の事業で、本日は出席していないので、

後日、後で資料等をお持ちしたいと思いますので、よろしいでしょうか。済みませんでした。 

○委員長（段木和彦君） よろしいですか。お願いいたします。ありがとうございます。よろ

しいですか。 

 ほかにございますでしょうか。宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 急傾斜地崩壊対策工事、これは千葉市であとどのぐらい待ってい

るんですか。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 総合治水課、林です。 

 今回、急傾斜地の対象となる箇所につきましては、そちら資料に記載のとおり110か所、う

ち、整備のほうが終わっている箇所につきましては、令和４年度末で31か所になりますので、

約80か所がまだ整備のほうが終わっていないという状況でございます。 

○委員長（段木和彦君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） それと、ここに書いてある５軒以上ということなんですけれども、

多分４軒というところあると思うんです。どうしてもやってもらいたいということで。農家の

ほうだと、一軒一軒間口が広いから、それで５軒というと、ずっと先までいくことはあるんだ

けれども、そういうときには、どうしても５軒じゃなきゃ駄目なのか。４軒でよしとするのか。

その辺はどうなんですか。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 国の通知、基準のほうで定められているもので、変更については難しいもの

と考えております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） そこに小屋を建てて、人が入ればいいんだね。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 この事業につきましては、県の補助事業という形で行っておりますので、

個々の状況については、県に相談させていただいて、確認のほうを取って事業を進めていると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 本当に困っているんですよ、私、聞かれて。こうやって数えると

４軒しかないんだよ。何とかならないかと聞かれるんですけれども、じゃあ、そこに１軒家を

建てちゃえと私言ったの。子供の家でも何か建てちゃえば、５軒になるんじゃないかと言った



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－18－ 

んだよ。でも、それでもやっぱりお金がかかることだから、なるべくだったら４軒でも、何と

かならないかなと思って相談しているんだけれども、駄目なら駄目だね。崖が崩れてきて、後

で事故が起きたときに困っちゃうんだよ。４軒でどうしてもできないということで、起きたと

きに、我々が責められるわけだ、あのときやってくれれば、４軒だっていいじゃないかと。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 総合治水課です。 

 あとで、個別に場所を教えていただければ、先ほどお話ししている県のほうに相談のほう、

お伺いさせていただければと思います。 

○委員長（段木和彦君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 分かりました。そう言ってくれれば、答える場所がございますの

で、やっていただければと思いますので。急傾斜地は本当に切実なんですよ。あそこの家、見

に行ったらきれいで、市と県でやってくれたと、何でうちはやってくれないんだと。４軒なん

だ、４軒。どうしてもクリアをしてあげていないと思うんだけれども、なかなかできないとい

うことですので、終わります。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 やはり、現地の調査等させていただいた中で、県のほうで判断、４軒になる

ものなのか、今、個人の方での御判断で４軒ということになるかと思いますので、その辺も含

めて。 

 ただ、実際４軒という形でやると、今回の事業の要件に合致しないもので、難しくなってく

るのかと考えております。 

○委員長（段木和彦君） ほかにございますでしょうか。野本委員。 

○委員（野本信正君） 今日は、たくさんの職員が出ていただいて、ありがとうございます。

一問一答でお願いします。 

 最初にお伺いしますのは、１ページと２ページに、耐震診断等が出ておりますけれども、ど

のグラフを見ても、利用が本当に少ないなと。辛うじて木造住宅の耐震と耐震改修は、一定の

数があると、こういうことなんですけれども、それぞれの事業がスタートしたのは何年で、今

何年間たっているんですか。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 まず、耐震診断の木造は、平成15年度に創設しております。分譲マンションの耐震診断も、

平成15年度に創設しております。 

 次に、耐震改修、木造住宅の耐震改修は、平成17年度に創設しております。分譲マンション

の耐震改修は、平成24年度に創設しております。 

 あと、済みません、緊急輸送道路がちょっと今……（野本委員「グラフにあるものだけで結

構です。」と呼ぶ。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） それで、平成15年というと、今もう20年ぐらいになるんですか。長い

経過がある中で、利用率が上がらない理由については、先ほど御答弁がありました。ただ問題

は、こういう制度があるので、やっぱり利用して、地震のとき、安全にしましょうということ
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について、もう少し市のほうから、関係住民、市民にアピールするということが必要じゃない

のか、その辺が不足しているということがないのかどうか、お尋ねします。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 市政だより等の広報以外にも、区役所等で説明会を行ったり、出前講座等でも説明を行って

いますが、やはり地震が起きた直後というのは、説明会でもかなり人が来てくれるんですけれ

ども、喉元過ぎるとじゃないんですが、ちょっとまた少し落ち着いてしまうと、なかなか説明

会でも人がまばらというときもありますが、そこは粘り強く、また周知を図っていくしかない

ということで、進めていきたいと思います。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） おっしゃるように、地震被害があったときなどは、非常に敏感だけれ

ども、過ぎてしまうということは確かにあります。 

 ただ、我々、議会にいますと、千葉では、大きな地震が来る可能性が全国でも一番高いと言

われているわけですね。しかも直下地震ということで。そういう危険については、ハザードマ

ップを作ったり、いろいろ努力しているんですけれども、それが市民にちゃんと知らされて、

事前に備えておけば、被害が少なく済むんだということについて、もっと行政も努力する必要

があるんじゃないかと思いますので、私らも議員として、そういう努力は多少しているんです

けれども、例えば、私が、それこそもう一生懸命頑張っている家具転倒防止金具については、

ちっとも利用が上がらないということで、きつく言っていますが、訪問してみてお知らせする

と、こんないい制度があるんですかと、金具代だけで大工さんが来てくれるんですか、ぜひお

願いしたいなんて、そういう声をいっぱい聞きます。 

 だから、対策について、役所としては、ぜひもっと関係者に熱心に知らせる、訪問もする。

少なくとも、関係する部署の職員は、月に１回ぐらいは市民のところへ行って、意見を聞いて

みたり、お知らせしたりするということで、もう住民の声を直接聞くような、そういうことを

する必要があるんじゃないかと思いますが、いかがですか。 

○委員長（段木和彦君） 建築部長。 

○建築部長 おっしゃるとおり、住民への周知とか訪問というのは重要だと思っているんです

が、なかなか木造の耐震というのは、戸建ての住宅になりますので、古いんだろうから、ない

んだろうなとかという形で、なかなかやみくもに行けないところもありまして、先ほど申し上

げましたとおり、マンション等については、管理組合に、はっきりと分かっているので、そこ

については資料を配付しているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 分かりました。木造、いろいろありますけれども、でも、千葉市でも

木造で危険な地域というのは、幾つか指定していますね。そういうところが、例えば中央区で

いえば、院内とかああいうところについて、そういうことを試行的に訪問活動などをぜひして、

せっかくの制度が生かされるように、20年間たってもちっとも利用されていないというような

ことでは、やっぱり問題があるんじゃないかと思うので、その点は、所管課長では無理なので、

局長、しっかりやるようにしてほしいと思いますが、いかがですか。 
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○委員長（段木和彦君） 都市局長。 

○都市局長 今、建築部長が申し上げたとおりで、我々とすると、使っていただきたい制度で

すので、仮に、これは少なくても残していく、ある意味、気がついたときにこれが使えるよう

な状態にしておくのが非常に大事なんだと思っています。セーフティーネットとまでは言わな

いですけれども、ここで、使いたいときに使えるような形に残しておく。 

 それをどういう形で周知をするか。ちょっと訪問というものができるかどうか分かりません

けれども、やはり我々が制度を持っている以上は、制度周知は行っていくのが務めだと思って

おりますので、しっかりと取り組んでまいります。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 分かりました。先へ進みますが、どうも役所は、デスクワークばかり

していて、市民のところへ行かないなんてところまでは言いませんけれども、それに近いとこ

ろもあります。特に、私は、よく農政などで言うんですけれども、農民の実態が分からないで

農政できるのかと。農政センターで、座ってパソコンたたいてたって駄目だよと。１週間に２

回ぐらい農民のところ訪ねなさいと、辛口を言うもので嫌われているんですけれども。でも、

そのくらいのことは、もう役所というのは必要だろう。特に地震の対策で、命の安全を守ると

いう点では、その辺をしっかりやっていただきたいということを申し上げておきます。 

 次に、建設局のほうですけれども、下水道の機能の確保ということでありますけれども、千

葉市の公共下水道は、分流式と、それから合流式とありますけれども、特に中央区などは、古

い中で合流式ということがあって、耐震化とか機能の確保という点では、特別何か計らいが必

要かと思うんですけれども、その辺はいかがですか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道施設部長。 

○下水道施設部長 中心市街地は、供用開始が早かったものですから、合流式という形になっ

ております。今回、耐震化という話なんですが、それに加えまして、我々老朽化というのもや

っておりまして、その中で、老朽化につきましても同じように、耐震化のスペックというもの

を上げているところでございます。耐震機能がないところに、耐震機能を持った、よくやって

いるのが更生工法というやり方なんですが、そういった形で、メニューは、老朽化なんですけ

れども、その中でも耐震化という形で、特に、老朽度の進んでいるところからやっていますの

で、合流のほうが早めにどんどん、中心市街地が特に耐震対策が進んでいくという、そんな形

になっております。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） それを聞いて安心しました。東日本大震災のときに、美浜区で電柱が

倒れたり、液状化とか、大きな被害が出た。でも、下水道は意外とあのとき丈夫でしたね。下

水がかなり破壊されたなんていう話はあまり聞かなかった。そういう点でいうと、下水という

のは、かなりやっぱりしっかりしているんだと、大きな地震があっても、かなり機能が確保さ

れるんだということを感じています。 

 ただ、やっぱり、先ほどからもいろいろお話がありましたけれども、下水道が壊れてしまう

と、マンホールトイレも使えないんじゃないかというような話もあるんで、その辺はしっかり

やっていただきたいと思います。 

 次に、マンホールトイレの問題なんですけれども、おかげさまで、あと６校で完成というこ
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とでありますけれども、マンホールトイレを使わなければいけないような災害が来ないほうが

いいんですけれども、来たときに、やはりトイレを使えて、何とか避難者がほっとするという

ことでは、マンホールトイレは重要だと思うんです。そういう点では、マンホールトイレをつ

くった、だけれども、その使用について、災害のときに迅速に設置できて、避難してきた方た

ちが利用できるというふうにするということでは、そこまでは建設局の責任ではないと思うん

ですけれども、連携してやる必要があると思うんですが、その辺はいかがですか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 下水道整備課でございます。 

 こちらにつきまして、避難所運営委員会さんのほうが、筆頭になって、避難訓練のときに、

マンホールトイレの設置も訓練をしている。その際に、市の防災部局や市の職員のほうも同席

して、使い方ですとかそういった説明をしているという状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 委員長に申し上げておきたいんですけれども、我々、こういう特別委

員会の委員である以上、マンホールトイレの設置など、素早く先頭に立ってやれるようにした

いと思うので、何かそういう機会があれば、現地へ行って、みんなで一緒にやってみたいとい

うふうに思いますけれども、お願いします。 

 それで、マンホールトイレについては、千葉市は本当によく頑張ったんだと思うんです。新

潟の地震のときに、長岡市の市議会議員が視察に来て、新潟の地震で、市の職員や議員は何が

一番苦労したかというと、ふん尿処理だと、毎日トイレの処理していたんですと。そういう点

では、マンホールトイレは、ぜひ、うちのほうもやりたいということで視察に見えました。そ

ういう点で、千葉市がここまで進んだことはよかったことなんですけれども、我々も熱心に主

張してきました。議会の中では、私が一番早く、マンホールトイレを主張したんだと言ったの

が、近藤千鶴子元議員でしたけれども。みんなやっぱり議員が努力したということについては、

局長、どう思いますか。 

○委員長（段木和彦君） 建設局長。 

○建設局長 マンホールトイレをやり始めたときに、やっぱりちょっと進みが遅いという話も

ございました。そんな中、下水道部局で熱心に、先ほど来ありましたけれども、防災部局と連

携して、ちょっと場所は、仕様でちょっと若干遠くなったり、水が確保できなかったところと

いうのは、ちょっと苦労するところはあるかもしれませんけれども、まずはつけることに全力

を傾けたということで、いろいろ頑張った結果なのかと思っています。 

 以上です。（野本委員「議会との関係をどう思いますかと聞いたの。議会も一生懸命応援し

たでしょう、それを聞いているんです」と呼ぶ） 

 そうですね、ありがとうございます。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） ところで、県立高校について、県立高校が避難所になっている地域は

かなりある、22校あるんですけれども、市立高校は、マンホールトイレもそうですけれども、

停電したときの太陽光の問題も、かなり市の施設は進んだ。県立は、ないんですよね。そうい

う点で22校をチャレンジすることは、ありがたいので、いつ頃完成するのかということと、も
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う一つは、水道がない県立高校もあるんですけれども、そこはどういうふうに考えますか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備課汚水対策担当課長。 

○下水道整備課汚水対策担当課長 下水道整備課でございます。 

 まず、完成なんですが、現在、令和７年度完了を目標に動いているところでございます。 

 続きまして、県立高校ですが、全ての学校にプールがあるとは限らないという状況は聞いて

ございます。そういったところにつきましては、水源の確保をどのようにするかというところ

が、現在、防災部局のほうで、その辺は今確認、調整を図っておりまして、その結果を基に、

今後整備を進めていくというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 地元ですので申し上げておきたいんですけれども、県立泉高校は、水

道がないんです。だから井戸水ですから、停電になったら、水は出ないです。マンホールトイ

レつくったけれども、水が出ないということになる。そういう点では、関係部局に、せっかく

千葉市水道の本管が前を通るんだから、早く水道を引くように言いなさいと言っているんです

けれども、そういうことも連携して、よくしていただきたいというふうに思います。お願いし

ます。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 下水道整備課でございます。 

 今、議員がおっしゃったように、水源につきましては、やはり重要なことだと思ってござい

ますので、防災部局のほうと、確保の仕方について、引き続きちょっと調整をしていきたいと

思っております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 次に、同じページの一番下段のほうに、水害対策ということで、雨水

整備・河川整備等が書いてあります。この中で、平成元年の台風で、床上浸水まで出たのが千

城台南の坂月第二調整池でした。ここは逃げ場のないところで、本当にあんなに出てしまった。

当時、建設局のほうも、何か、調整池の土手をかさ上げしようかなんていう話があったけれど

も、かさ上げしたら、中に水が入ったら逃げられなくなってしまうので、まずいんじゃないか

ということで、私は、調整池をもう一つ下へ造ってやったほうがいいと提案して、その辺が合

意されて、今、下に新しい調整池ができて、改善されるようでありますけれども、今度のこの

工事で、平成元年の台風、規模の雨が降っても、この地域は大丈夫ということでよろしいです

か。 

○委員長（段木和彦君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課、鴇田です。 

 今回、拡張工事をやっておりますけれども、一応、降雨量で65.1ミリ対応というところで整

備をしていますので、一応そこまでの降雨であれば、前回のような大規模な浸水被害には至ら

ないと考えております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 
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○委員（野本信正君） 早期に完成して、安心してもらいたいと思うんですけれども、もう一

つの心配は、今千城台地域で流れ出す雨水が、全部あそこへ集中するんですね。道路が下水道

になって。あそこの排水がよくなって、水害を防げるようになったとしても、その水は下流へ

流れていくわけです。そうすると国道51号や、大草町というのは、しょっちゅう都川の水害が

あるところですけれども、千葉市の工事によって、大草町の水害が拡大するような心配はない

んですか。 

○委員長（段木和彦君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課です。 

 大草町につきましては、今、調整池の下流部の国道の横断部がクランク状になっていまして、

水の流れがちょっとよくないというようなところもございますので、その辺の水の流れがよく

なるように、改良の工事を今後やっていくために、設計のほうを進めているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 関連しまして、都川は、県の管理なんです。基本的には県が対策を取

るべきだということで、なかなか手がつかないんだと思うんです。今、千葉市で、雨が降ると

水害で本当に困っているのが、大草町とか、それから土気地区の村田川の上流、こういうとこ

ろで、県が管理しているところが被害が多いんです。だから、千葉市と県の関係、県をもっと

大きく動かすというようなことについては、局長、どうなんですか。県にはなかなか言えない

んですか。 

○委員長（段木和彦君） 建設局長。 

○建設局長 おっしゃる部分につきましては、先般、私どもも、台風13号で、都川とか、今お

っしゃっていた大草町はじめ村田川ですね、床上浸水等が発生いたしましたので、おっしゃる

とおり県事業でございますので、私ども、先月の末なんですが、千葉県に対しまして、改修等

をお願いということで要望してまいりました。 

 それだけではないので、県と、私どもで、市で何かできないかということは、ちょっと考え

ながら、県と連携してやっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員、残り10分です。時間内でまとめていただきますようお願

いいたします。野本委員。 

○委員（野本信正君） もう、すぐ終わります。 

 県というところは、なかなかいろいろな意味で動かないんだよね、本当に。同じ役所で何だ

ろうと思って。でも、知事も市長から行った人ですから、ぜひ、もっと強力に言って、見解の

相違なんて言われないように、ひとつ頑張ってもらいたいと思います。 

 次に、３ページの排水施設整備の問題なんですけれども、高田排水路しゅんせつ工事という

のが出て、ほっとしているんですけれども、私やっぱり地元だから、高田排水路、坂月川、支

川都川行きますけれども、局長、あれですね、水路とか河川というのは、１年もたつと土砂が

いっぱいたまって、木が生えて、本当にすごいですね。毎年しゅんせつしないと安全な排水が

できないんだということを感じて、金もかかるんだと思っています。やっぱり、ああいう排水
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路や何かは、１年間であんなに木が生えて、土砂がたまるということは、どこでも同じなんで

すか。 

○委員長（段木和彦君） 下水道維持課長。 

○下水道維持課長 下水道維持課、石黒です。よろしくお願いします。 

 高田排水路なんですけれども、今ちょっと計画的にしゅんせつをさせていただいて、確かに

土砂が１年でということはないとは思うんですけれども、やっぱり数年、数十年たつと、土砂

がたまって、木がちょっと生えてくるような状況というのは見受けられます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 少し認識が違うんですが、数十年なんてそんなことないです。（下水

道維持課長「数十年は、ちょっとオーバーですね。すみません」と呼ぶ）オーバーもいいとこ

ろです。 

 私は、もう１か月に１回ぐらい通って見ていますから、何でこんな早く出るんだろうと思っ

て、やっぱりしっかりそれはやってもらわないと、高田排水路が被害が出ると、それはそのま

ま大草町のほうの都川にも影響するわけです。あの辺一帯は、もうちょっと水害対策として、

しっかりやってもらいたいと思います。 

 委員長、最後の質疑です。 

 もう一点ですけれども、大雨が降った時に水の被害が出るという点では、別に低いところだ

けじゃなくて、町の真ん中でも、若葉区のように高台の多いところでも、すぐ排水の側溝があ

ふれたり、あるんです。ただ、これは建設局のほうでも言っているように、排水口の水が流れ

るところに落ち葉がたまって、それが水を吸い込まないためにあふれるということは、あちこ

ちであるんです。排水口の網があるようなところを、全部市が落ち葉を取って歩くわけにいか

ないので、市民とやっぱり協力して、そういうことが進められるようなことを、自治会などに

もお願いして、それだけでも水害を随分防げるんじゃないかと思いますけれども、いかがです

か。 

○委員長（段木和彦君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課です。 

 道路の集水ますとか、側溝の上にたまっている落ち葉など、塞ぐ堆積物によって道路冠水と

か浸水被害が生じているという状況は、認識しております。こういうものに対応するために、

我々のほうで、集水ますをちょっと加工して、冠水対策型ますということで、水だけが、落ち

葉がたまって水だけが吸い込まれるようなものをどんどん設置していったり、大雨が予想され

る場合は、事前のパトロールとかも行っています。 

 それに加えて、全てをちょっと見るということは難しいというところで、市のホームページ

や市政だより、あと、ちばレポなどを活用して、市民の方に、ますの清掃等を行っていただく

よう呼びかけているような状況でございます。 

○委員長（段木和彦君） 野本委員。 

○委員（野本信正君） 分かりました。我々も市議会議員として、水が出そうなところの、そ

ういう側溝などの掃除は、できるだけしなきゃいけないという気持ちはあって、何か所でもな

いけれどもやっています。だから、皆さんにもお願いし、そしてそれが町内自治会なんかでも、
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いつも水が出そうなところは、掃除しようというふうなことで協力してくれれば、随分水害が

防げるんじゃないか、そういうふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 ほかに。三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） よろしくお願いします。一問一答でお願いします。 

 やはり、私のほうの相談も、急傾斜地で５軒ない、３軒、４軒でどうしようとか、高さも、

これだけじゃ足りないとか、いろいろあるんですけれども、先ほどの軒数だけで言いますと、

県のほうに相談するというようなお示しもあったんですけれども、そういう情報というのは全

く私なくて、５軒以上なければ無理ですねとずっと答えてきたんですけれども、県のほうでそ

ういうものがあるとすると、例えばホームページなどで、急傾斜地の補助金等の中で御説明が

あったりするのかなと。ないのに、一部の人だけがこうすれば、ああすればというのは、どう

なのかと思うんですが、その辺どうなんでしょうか。お尋ねします。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 先ほどの要件ですが、基本的には５軒必要になります。ただ、その状況も、

ほかの方もいろいろ御相談いただきますけれども、そのときに現地の立会い、そういった形の

ほうで御説明のほうはさせていただいているところです。今回も、今、個人の方での４軒とい

うお話だったもので、これがまた１軒、２軒ということであれば、明らかに厳しいかと思うん

ですけれども、端部、端の部分でかかる、かからないというところもございますので、４軒と

いうことであれば、御相談いただければ、県のほうに確認のほうを行うと。ただ、基準につい

ては、あくまでも委員おっしゃったとおり５軒というのが基準ですので、この基準に合致する

か、しないかという確認を行うという作業になってまいります。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。少し一部ですけれども、希望も見えてくる

のかと。そういうのがホームページなどで、例えば現場確認に県の職員の方が行っていただけ

ますとか、相談してくださいという、そういうのは載っていましたか、ホームページとかで。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 ホームページに相談くださいとは出ておりませんが、問合せ先という形では

載っております。 

 それとあわせまして、６月の土砂災害防止月間につきましては、５軒を満たす、満たさない

も含めまして、チラシの配布のほうを行っているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。そうしましたら、今後、微妙な判断、なかなかつきづ

らいものについて、問合せ先が載っているというふうに言っていただいたんですけれども、あ

わせて、その面で、相談にも乗るしとか、それから、場合によっては、様々な観点から判断も

できますというのがないと、もう５軒と頭の中にこびりついていますので、先ほども宇留間議

員のほうからも、そういった何とかならないかというぐらい、やはり、もう頭の中に刷り込ま
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れていますので、私たち、ですから、先ほどの御答弁というのは、大変新鮮であるものの、も

う少しホームページ等で詳しく載せていただくのも必要かと思いますが、この辺もひとつ御答

弁いただきたいと思います。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 今、この事業の啓発につきましては、ホームページや市政だより、あと、ユ

ーチューブのほうにＰＲの動画のほうを載せているところです。ただ、個人の方ではなかなか

判断つかないところもございますので、そういったところにお問合せくださいということで、

個人で判断が分からない場合は御相談くださいという形での一言コメントを入れるなり、丁寧

な説明に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。やはり、市民の皆さん、こういうところに

ばかり住んでいるわけじゃないんですけれども、そういうところに住んでいる方々にすると、

大変どうしたらいいものかと、問合せなどが本当に頻繁にあって、もうお手上げ、５軒ないか

らお手上げというようなところが結構ありますので、今のように、ＰＲするときに少し改善す

るという御答弁いただいたので、ぜひ進めていっていただきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

 それともう一つは、これも大雨、台風などで、千葉市の緑区で、残念ながら３人の方の命が

奪われた土砂災害がございました。こちらのほう、もともと急傾斜地として認め、そのときは

まだ判断されてなかったのかと思うんですけれども、その後の状況について伺います。２か所

あったと思うんですけれども、お願いします。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 緑区の災害の崖ですが、県のほうで、誉田町につきましては、事業のほうは

終わっております。あと、板倉町のほうであったものについては、農政のほうの所管になって

おりまして、その進捗については、申し訳ございません、後で確認して御報告させていただき

ます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。どちらにしても、やはり急傾斜地のような

状況のところだったんじゃないかと思うんですけれども、その辺、緑区の県の事業だったとい

うふうに、終わっていると伺ったんですけれども、急傾斜地として認められたかどうかという

のを、ちょっともう一度詳しく教えていただけますでしょうか。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 緑区の誉田町につきましては、急傾斜地の災害の復旧の事業として、事業の

ほうを行い、完了しているものになります。また、板倉町のほうについては、農水のほうの関

係になりますので、崖の事業とはまた別な事業という形になってまいります。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。誉田町のほうは急傾斜地じゃなかったんで

すね、もともと。後から判断されたということで、もう一度、済みません、しつこいんですけ
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れども、お願いいたします。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 誉田町のほうは、急傾斜のほうの指定のほうが後だったと思うんですけれど

も、その後に指定、ただ、先ほどの板倉町と併せて御報告します、どちらが先なのかは。済み

ません。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。ありがとうございました。 

 今後、急傾斜地のほうの危ないと思われる部分、ちょっと今どこだか分からなくなったんで

すけれども、今後、調査などをしていただくということで、先ほども御説明のあったところな

んですけれども、危ないと思われるところの基本的な考え方というんでしょうか、その辺はど

うなっているのか伺います。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 急傾斜地の区域の指定につきましては、知事のほうが行いますが、指定の基

準としましては、自然崖で、傾斜角度が30度以上、崖高が５メーター以上、保全人家の崖の上

下に５戸以上の家屋。あとは、事業を進めていく上では、権利者全員の方の同意のほうが必要

になってくるという状況でございます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。 

 その場所に住んでいる御本人たちが、なかなか、何というんでしょうか、急傾斜地の対策の

取組が合意できないと、そのまま危険区域に、危険区域のままになってしまうというふうにな

りますけれども、その際に、やはり命が失われかねない、あるいは家も壊されかねない、つぶ

されかねないというふうなことがございますが、そういった面で、千葉市のほうから働きかけ

をどんどんやっていただいていると思うんですけれども、なかなか先ほども合意に至らないと

いうようなこともあったやに思うんですが、その原因というのを、もう一度伺いたいと思いま

す。 

○委員長（段木和彦君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 先ほどの区域の指定を受けるためには、事業に対する条件を満たさなければ

ならないというのがまず一つございます。それを満たすに当たりまして、地権者全員の境界や

工事の施工に関する同意、そういったものが必要になってまいります。これにつきましては、

関係地権者の方に事業の説明を丁寧に行って、必要であれば、また再度説明を行うという形で

進めております。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。 

 実は、急傾斜地のところにお住まいの方というのは、１軒とか２軒とか、かなり少ない件数

で、家を建ててしまうというようなこともあります。それが建てられるわけなんですが、潰さ

れないための建て方というのは、もう、千葉市のほうでも御説明いただいていると思いますけ

れども、建てる際の注意点など、急傾斜地の近くに建ててしまうときの注意点を、市民の方に

どのようにお伝えしているのか、伺います。 
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○委員長（段木和彦君） 建築部長。 

○建築部長 調整区域等の崖については、特別な対策を取れば別ですけれども、開発のときに、

崖地の側に建ててはいけないという周知を図っているところでございます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。そういうことをしていれば、急傾斜地、今５軒以上あ

ったらというようなことも、本来はなくなってくるというふうに思ってよろしいでしょうか。 

○委員長（段木和彦君） 建築部長。 

○建築部長 既存のものについては、今言ったような崖をしょっている形があるので、今対策

を取られていると思うんですが、新規については、基本的に崖があれば、がけ条例等もありま

すので、対策を取らなければ住めないような状況になると考えております。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。ありがとうございました。詳しく伺ってよかったです。 

 それと、都市局のほうで御説明いただいている中で、耐震シェルターというふうにあります。

これ、全然利用者がいないんですけれども、２分の１の補助ということになっております。そ

うしますと、大体40万円で買えるものなのか、またそれがどんなものなのかというのをお尋ね

したいと思います。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 耐震シェルターというのは、例えば一部屋の中に、また地震が来ても潰れないような囲いと

いいますか、そういったものを設けるような形になります。建物自体を補強するんじゃなくて、

要するに、命を守るために、地震時にそこの囲いの中に避難すれば、一命は取り留められると

いうようなものでございます。 

 金額が、済みません、それはちょっとお調べして、後で。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。ありがとうございました。 

 次に、市民の中で、シェルターがどれだけ浸透しているかというのはどうでしょうか。分か

りますか。難しいでしょうか。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 私自身は、そういった地震特集のテレビ番組とかで見たことはあるんですが、今回の資料に

は、実績がゼロということなんですが、平成29年まで遡ると１件ございます。これまで１件の

実績がありました。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。やはり、すぐ逃げられる人だったら、地震

のときにすぐ逃げられる人だったら、そういうのはなかなか、必要ないとは言い切れませんが、

逃げられれば、それはなくてもいいのかと。ただ、寝たきりの方とかは、意外と大変な効果を

発揮するんじゃないかと思います。そういった意味で、保健福祉課とか、高齢福祉課とか、そ

ういったところと連携というのは、どんなふうになってきたのか伺います。 

○委員長（段木和彦君） 建築部長。 
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○建築部長 今の御質問ですが、基本的には、まず、建物のほうで守るという概念が、補助の

前提にあります。ですので、今寝たきりのような方がお住まいのお宅を強くする。 

 シェルターにつきましては、すぐにできないとか、部屋を改修するお金がないとか、そうい

った方のために、少額で、暫定的にやる場合に普及したいと考えているもので、あくまでも建

物の耐震化を推進していきたいというふうに考えております。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。ありがとうございました。 

 ただ、やっぱり改修したくても、なかなかできないというお宅はあるわけなので、そういっ

た意味で、高齢者の方々、高齢者の施策とタイアップしていくというか、これが求めているも

のじゃない、これは二次的なものであったとしても、こういうのが有効であれば、福祉課と連

携して、もしかしたら福祉課のほうで率先して、補助金をつけたほうが早くなってくるのかと

いう考え方も出てくるんじゃないかと思いますので、今後は、その辺の連携もお願いしたいと

思います。ありがとうございました。 

 それと、次に、２ページの実績で、木造住宅耐震診断、それから耐震改修ということで、耐

震改修のほうがかなり多いかと思うので、随分やっていただいているんじゃないかという私の

思いがあります。そういった意味で、耐震診断しなくても、これは簡易な耐震診断なのか、そ

れとも本当の耐震診断なのか、ちょっと区別がつかないんですけれども、耐震診断しなくても、

木造住宅を改修工事しましたというお示しだと思うんですけれども、その中で、こうしたこと

が進む、件数が多いか少ないかは別にいたしまして、ここまで進んできた要因というのはどう

なのか、伺います。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課でございます。 

 耐震診断が少ない要因なんですが、ちょっと三瓶議員の言われたこととは若干違っていまし

て、実際は、耐震改修を行う業者さんが、サービスで診断をやってくれているというケースが

多いと聞いております。ですので、診断はただでやって、そのあとの工事のほうも一緒にやる

というパターンが多いということで、実際申請された方にお伺いしたところ、そういうことだ

というふうに聞いております。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。そういう意味では、耐震もできるし、市内経済も活性

化にもつながるかもしれませんが、その意味で、それでもやったほうがいいと思われる方があ

って、この補助金を使ってやっているという意義は大きいので、今後とも進めていただけるよ

うな取組をお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

 次に、先ほどのマンホールトイレがありました。マンホールトイレで、恐らくそこの学校か

ら遠いとかというふうになっているんですけれども、そもそもそういったところに設置した理

由というのは何だったのか、伺います。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 下水道整備課でございます。 

 当初、マンホールトイレを整備し始めたときは、防災井戸というのをつくっておりまして、

平成29年度以降はプール排水を使うようになったんですが、当初は防災井戸から水源を取って
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いくというところからスタートしまして、その後に、実際にそういった声を聞いているので、

設置を設計する段階で、条件等、そういったところをちょっと見直しをして、今の設計の条件

になってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。そういったプロセスがあって、致し方なくというのは

変ですけれども、やっぱり井戸の周りにというわけにはいかなかったという条件も確認できま

した。 

 今、そうは言っても、もう一度やり直すとなりますと、せっかくマンホールトイレが整備さ

れてきた、あと６校だけだということになっていますので、その際に、今まであったのを順繰

りに、また学校に近いところとかというのは、確かにそういった御意見もあるし、私もそう思

うんですが、現存のもの、せっかくあるものを、安全に適正に使うときにも、やっぱり他の部

局と連携していただかないと、例えば防犯ですよね。離れていますと、事件に巻き込まれやす

い。女性なんか特にそういった部分がございますので、建設局と、それから、これは市民局に

なるんですか、一緒にこちらのほうは連携していただきたいと思いますが、今までそういった、

市民局なりと話合いの場があったか、また、今後どうしていこうとかというようなお話があっ

たのか、どうか伺います。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 下水道整備課でございます。 

 今、議員おっしゃいましたように、市民局、防災部局と、改修に当たっては、どのような改

善方法がいいのかというところを、何度かそういった協議は進めてございます。それも併せて、

引き続きこれからも改修に合わせた対応策というものを、検討を進めていく予定としてござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員に申し上げます。残り10分です。時間内でまとめていただ

きますようお願いいたします。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございます。 

 対応策というのは、また、先ほどの議員の皆さんがおっしゃっていたように、もっと学校に

近いところとかというような話なんでしょうか、プールに近いところ、そういうことでしょう

か。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 下水道整備課でございます。 

 まず、マンホールトイレをつくるには、国費を使ってございますので、これをなくすという

ことはできませんので、先ほど言いました当初は防災井戸を前に使ってございましたので、そ

ういった学校につきましては、今度はプールの排水をということで、水源の場所を変えてやる

とか、そういったところも含めた、全体的な最良の改善策というものを、協議をして進めてい

きたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 
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○委員（三瓶輝枝君） もしかしたら御答弁もあったかもしれないんですが、もし計画をする

としますと、これは国費の関係なので、一概には言えないかと思いますが、これまで学校マン

ホールトイレを整備してくる中で、どの程度期間がかかっていたか、お尋ねします。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 まず、マンホールトイレ整備は、平成20年から整備をしてございます。

それから毎年ずつ進めてございまして、令和５年度で166校が完了するというような状況でご

ざいます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 分かりました。相当数期間がかかっているということがありますので、

やはり、先ほど申し上げたように、計画は計画として、国にも申し上げていただきたいし、そ

れと同時に、すぐできるわけじゃないということもあると思いますので、その辺の対策もお願

いしたいと思います。 

 最後に、高校のマンホールトイレなんですけれども、地震のときは、市民の方が使えるとい

うだけでなく、いざとなったら、生徒さんたちも使えるんじゃないかと思うんですけれども、

財源はどういうふうになっているのか伺います。 

○委員長（段木和彦君） 下水道整備担当課長。 

○下水道整備担当課長 まず、マンホールトイレのほうの工事につきましては、いわゆる、建

設局で担当したのは、下部の管路のほうをつくる、こちらのほうは、避難所に指定されている

ということで、国費でやってございます。 

 マンホールトイレそのものの、上部の上ものにつきましては、防災部局のほうで出しており

ますので、申し訳ございません、そこはちょっと確認をさせていただいて、後ほど報告をさせ

ていただければと思います。 

○委員長（段木和彦君） 下水道企画部長。 

○下水道企画部長 今、国費でということで、ちょっと誤解があるといけませんので、事業費

の２分の１が国費が充たるということで、残りの２分の１は市費を充てて工事をやっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） 了解しました。やはり、県の学校ということで、先ほども申し上げま

したけれども、生徒さんがいつもいらっしゃって、そのときに地震が来ないということはない

と思いますので、いるときに地震もあるということも考えられますので、できたら千葉市だけ

で整備、主体となって整備するのは大いに歓迎ですが、やはり県にも負担を求めていっていた

だくのも必要なんじゃないかと思いますが、この辺はどうなのか伺います。 

○委員長（段木和彦君） 下水道企画部長。 

○下水道企画部長 確かに議員の言われるとおり、県の施設ということで、ただ避難所に指定

しているのは、千葉市になりますので、ただ、言われるとおり、その辺は設置において、さす

がにやっぱり公共施設ですから、県のほうと調整しながら、そういうことが可能かどうかも併

せて確認していきたいと思います。 

○委員長（段木和彦君） 三瓶委員。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－32－ 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございました。今後も、市民の安全安心に向けて、なお一

層進めていただきますよう、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○委員長（段木和彦君） 建築指導課長。 

○建築指導課長 建築指導課です。 

 先ほど、三瓶議員より御質問ありました耐震シェルターなんですが、安いものですと、やは

り40万円からとあるんですが、それにプラスして取付け工賃というのがかかりますので、40万

円ではちょっと厳しいのかなという。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 ほかにございますでしょうか。大平委員。 

○委員（大平真弘君） ２点お伺いいたします。 

 まず、建設局の無電柱化の推進についてなんですけれども、対応状況は、先ほど桜井委員の

質問で進捗率を、答弁出ていたかと思うんですけれども、イ）の幕張地区のほう、24％程度と

いう答弁だったかと思うんですが、現在の資材価格だったり、労務単価も上がっている中で、

予算と、あとは工期、令和７年度までにこのスケジュールというのが、当初の進捗スケジュー

ルと併せて、間に合うのでしょうかというところでお願いします。 

○委員長（段木和彦君） 中央・美浜土木事務所長。 

○中央・美浜土木事務所長 幕張町地区につきましては、新海浜病院の建築が、移転が予定さ

れておりますので、それまでに完成させることを目標にやっておりまして、現在のところ、間

に合うと考えております。 

○委員長（段木和彦君） 大平委員。 

○委員（大平真弘君） ありがとうございます。安心いたしました。 

 ２点目なんですけれども、都市局の風水害について、がけ地近接等危険住宅移転助成なんで

すけれども、この対象戸数というのは、把握されておりますでしょうか。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 箇所数のほうは、およそ800か所というふうに把握しているんでございますが、詳細な戸数

までは、申し訳ないですが、把握しておりません。 

○委員長（段木和彦君） 大平委員。 

○委員（大平真弘君） ありがとうございます。800か所程度ある中で、実績が令和２年度の

２件、令和３年度の１件ということで、なかなか進んでいないのかというように見受けられる

んですけれども、かつ括弧に危険住宅の除去のみと記載があるんですけれども、もともと危険

住宅に住んでいて、命の危険だったりがあるから、除去するという認識だと思うんですけれど

も、除去した後に、当該の住宅に住まわれている方は、どちらというか、どこに移転されてい

るのかとか、個人情報になるので、詳しくはできないと思うんですけれども、もし、お分かり

であれば、よろしくお願いいたします。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 実際、この制度を使われた方の中には、除却した後、子供のところに身を寄せるとか、そう

いった理由で、その後の制度の継続利用というのはされていないというような事例がございま
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す。 

○委員長（段木和彦君） 大平委員。 

○委員（大平真弘君） ありがとうございます。ですと、結局、本来の目的として、崖地付近、

土砂災害が発生するというところで、住民の命の危険があるということで、費用を助成されて

いるかと思うんですけれども、正直、今の答弁ですと、もともと高齢で、子供たちと一緒に住

む予定であるのであれば、除去を、例えば市の費用を充てなくても、命の危険性というのはな

いのかというふうに、ちょっと感じてしまうんですけれども、この点についていかがでしょう

か。 

○委員長（段木和彦君） 都市安全課長。 

○都市安全課長 都市安全課でございます。 

 この制度は、そもそもそういう崖地の危険なところに住まわれている住宅を、できるだけ速

やかに除却して、移転していただくということを促す制度となっておりますので、そういった

ところからは、実績は僅かでございますけれども、進捗を進めていっているといったところで

ございます。 

○委員長（段木和彦君） 大平委員。 

○委員（大平真弘君） 空き住宅が倒壊するであったり、道路であったり、ほかの住宅への被

害というところも考えられるという点で、非常に必要な制度だとは思いますので、ただ、実績

がどんどん減ってしまっているので、こちらの周知であったりというものを、もう少し取り組

んでいただければいいのかと思いますので、私からは以上になります。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 ほかにございますでしょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（段木和彦君） よろしいでしょうか。 

 それでは、どうもありがとうございました。 

 当局におかれましては、本日の委員からの意見を参考に、引き続き、各種取組を着実に進め

られるよう、よろしくお願いいたします。 

 また、両局におかれましては、今後、自然災害の頻発化、激甚化の傾向を踏まえ、本日の委

員の意見などを十分に生かしていただきますよう、重ねてよろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

 それでは、御退出いただいて、お願いいたします。ありがとうございました。 

［都市局・建設局退室］ 

 

次回開催日について 

○委員長（段木和彦君） それでは、最後に、次回の委員会開催日についてでございますが、

令和６年２月８日木曜日の午後からとしたいと存じます。 

 消防局を対象とした市内視察を、千葉市消防学校にて開催予定となります。 

 なお、後日、改めて書面にて、委員の皆様へ御通知申し上げますので、御確認のほど、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 以上で、防災・減災対策調査特別委員会を終了いたします。 
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 お疲れさまでした。 

 

午前11時57分散会 

 


